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県
西
地
域
2
市
5
町

広
域
消
防
体
制
が
ス
タ
ー
ト

3
月
31
日
、小
田
原
市
消
防
本
部
と
足
柄
消
防
組
合
消
防
本
部
が
統
合
。

県
西
地
域
2
市
5
町
（
小
田
原
市
、南
足
柄
市
、中
井
町
、大
井
町
、松
田
町
、

 

山
北
町
、開
成
町
）を
管
轄
す
る
新
た
な
「
小
田
原
市
消
防
本
部
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

問 

消
防
本
部
広
域
調
整
課  

☎ 

49

-

4
4
2
2

　

新
た
な「
小
田
原
市
消
防
本
部
」

は
、
大
規
模
化
・
多
様
化
す
る
災
害
、

住
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
の
変
化
な

ど
に
対
応
で
き
る
よ
り
よ
い
体
制
を

築
き
な
が
ら
、
災
害
対
応
力
を
強
化

し
、
行
財
政
運
営
を
効
率
化
。
消
防

の
広
域
化
に
よ
る
効
果
を
最
大
限
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
体
制
の
も
と
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
、
消

防
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

受
付
窓
口
が
変
わ
り
ま
し
た

　
消
防
の
広
域
化
に
伴
い
、
消
防
に

関
す
る
受
付
、
相
談
な
ど
の
窓
口
が

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

消防の広域化後の主な受付窓口
総合案内受付（情報司令課）  ☎49-4410（代表）    49-2591

消防の広域化に伴い、制服・執務服などがより機能的なデザインに新しくなりました

窓口

職員人事および福利厚生関係
予算関係

車両・装備関係
救急救命関係
休日、夜間の医療機関などの案内
防火管理関係
消防設備関係
火災関係（罹災証明など）
救急関係（救急証明など）
開発行為など事前協議
消防団関係
※ 届け出、相談などは、各消防署で消防
本部と同様に受け付けますが、規模な
どによって対応できない場合がありま
すので事前にお問い合わせください。

訓練関係（自治会など）
道路工事・火煙発生関係

防火管理関係
消防設備関係
危険物関係

消防総務課

警防計画課
救急課
情報司令課

消防課

消防課

警防第1課
警防第2課

予防課 2市5町全域

小田原市

南足柄市、中井町、
大井町、松田町、
山北町、開成町

各署所が
管轄する市町

☎49-4416

2市5町広域消防事務関係広域調整課 ☎49-4422

☎49-4435
☎49-4440
☎49-0119

☎49-4602

☎74-0119

ー

☎49-4427
小田原市
消防本部

小田原市前川183-18

小田原消防署
小田原市前川183-18

足柄消防署
南足柄市怒田40-1

分署・出張所

受付、相談などの内容 問い合わせ 受付地域

（防火・防災管理）    対象物に限る
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消防マスコットキャラクターの
愛称が決定しました

　お寄せいただいた応募作品の中から、
下中小学校6年生、土屋楓

かえで

さんの作品が
最優秀賞に選ばれました。
　今後は、「ファイヤーけしまる」くんが、
消防に関するさまざまな情報を発信します。

「皆で力を合わせて
火災予防しよう!」

2
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小田原市

中井町
大井町

開成町

南足柄市

山北町 松田町
1  小田原市消防本部・

 小田原消防署 小田原市前川183-18   ☎49-4410
  2  南町分署 小田原市南町1-9-36   ☎23-1251
  3  荻窪出張所 小田原市荻窪300   ☎34-4024
  4  栢山出張所 小田原市栢山3017-2   ☎37-4192
  5  国府津出張所 小田原市国府津2493   ☎47-2540
  6  西大友出張所 小田原市西大友9   ☎36-4727
  7  足柄消防署 南足柄市怒田40-1   ☎74-0119
  8  松田分署 松田町松田惣領2073   ☎84-0332
  9  岡本出張所 南足柄市岩原1025-5   ☎73-2331
  10  山北出張所 山北町山北2056-1   ☎75-2121
  11  中井出張所 中井町雑色120-1   ☎81-0858
  

愛称 

ファイヤー
けしまる

くん

「高度救助隊」が発足

　これまで、足柄上1市5町で119番通報すると、足柄消防組
合で受信していましたが、今後は、小田原市消防本部の「指令
センター」で受信します。これにより、災害情報などを集中管
理し、消防部隊の効率的かつ迅速な対応が可能となりました。

　消防の広域化により、組織規模が拡大し、消防署所の名
称も変わりました。

消防本部・消防署所のご案内

　高度救助隊は、人命救助に
関する専門的かつ高度な教育
を受けた隊員と、高度救 助資
機材などを装備した救助工作
車１台で 編成された精鋭部隊
です。中核市への配備が義務
づけられた部隊で、広域化によ
り中 核 市 相 当 の人 口 規 模 に
なったため発足しました。
　小田原消防署に配備し、他
の救助隊では対応できないよ
うな困難な災害が発生した場
合、全管轄区域に出動します。
また、緊急消防援助隊として、
要請に基づき、管轄外の大 規
模災害にも出動します。 画像探査装置で

がれきの下の生存者を確認する隊員
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「
燃
せ
る
ご
み
の
分
別
状
況
調
査
」
は
、
各

地
区
で
出
さ
れ
た
燃
せ
る
ご
み
を
職
員
が
調

査
し
、
地
区
ご
と
に
A
か
ら
E
で
評
価
。
結

果
は
自
治
会
連
合
会
長
会
議
な
ど
で
報
告
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
右
の
グ
ラ
フ
は
、
燃
せ
る
ご
み
を
分
析（
組

成
分
析
）し
た
も
の
で
す
。
紙
類
と
生
ご
み
が
、

約
40
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
含
ま
れ
、
両
方
で
燃
せ

る
ご
み
の
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。
燃
せ
る
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
紙
を
資
源

と
し
て
分
別
し
、
生
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
効

果
的
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
紙
の
分
別
促
進
の
た
め
に
取
り

組
ん
だ
モ
デ
ル
事
業
や
、
生
ご
み
を
活
用
す
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
ご
み
堆
肥
化
推

進
事
業「
生（
い
き
）ご
み
小
田
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
上
の
写
真
は
、
市
が
年
に
4
回
、
自
治
会
連

合
会
の
地
区
ご
と
に
行
っ
て
い
る「
燃
せ
る
ご

み
の
分
別
状
況
調
査
」の
時
に
撮
影
し
た
も
の

で
す
。

　
紙
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
分
別
す
べ
き
も

の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
燃
せ
る
ご
み
の
総
量
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

平
成
15
年
度
か
ら
減
少
し
始
め
、
約
9
0
0
0

ト
ン
減
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
写
真
か
ら

分
か
る
よ
う
に
、
ま
だ
分
別
の
余
地
が
あ
り
、

分
別
を
徹
底
す
れ
ば
、
燃
せ
る
ご
み
を
さ
ら
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問  環境政策課  ☎ 33-1471

燃
せ
る
ご
み
に
混
入
?!  

紙
な
ど
の
資
源
も
た
く
さ
ん
…

燃せるごみの総量

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
注
目
情
報
の「
ご
み
」

→
ご
み
の
分
別
・
収
集
→
「
燃
せ
る
ご
み
」

の
分
別
状
況

64,000

62,000

60,000

58,000

56,000

54,000

52,000

50,000

48,000

（年度 ）

（単位：トン）

（前年比）0.2% ▲1.9% ▲4.6% ▲1.3% ▲1.3% ▲ 3.2% ▲ 2.6% ▲0.7% 0.8%
H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

63,001
61,797

58,944
58,173

57,408

55,561

54,109

53,721

54,134

燃せるごみを
減らそう！

しっかり
分別 ！

燃せるごみの内訳

紙類  
39.2％

その他  0.8％

不燃物類  2.3％

厨
ちゅうかい

芥類（生ごみ）  
37.1％

布類  3.3％

プラスチック類  
15.0％

草木類  2.3％
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 紙の分け方 

□ 新聞紙     □ 段ボール     □ 紙パック  

□ 雑
ざ つ

紙
が み

雑紙とは、雑誌、包装紙、書籍など、束ねられるものです。
必ず束ねて出してください。

□ その他紙
その他紙とは、レシートや小さな菓子の箱など束ねられない紙（新
聞紙、段ボール、紙パック、雑紙として出せないもの）です。
紙袋に入れるか、紙に包んで出してください。
新聞紙や雑紙の混入が多く見られますので、注意してください。

※ 汚れた紙、においのついている紙（洗剤や線香の箱など）は、燃せる
ごみとして出してください。

ま
だ
1
万
ト
ン
の
紙
を

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
?!

　

燃
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
紙
類
は
、
約
40

パ
ー
セ
ン
ト
。
そ
の
中
に
は
、
汚
れ
な
ど
で
資

源
と
な
ら
な
い
紙
も
あ
る
の
で
、
資
源
と
な
る

の
は
半
分
ほ
ど
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

市
全
体
の
燃
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
て
い
る

紙
類
は
、
年
間
約
2
万
ト
ン
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
約
1
万
ト
ン
の
資
源
と
な
る
紙
が

燃
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

4
地
区
で
の
モ
デ
ル
事
業

　
市
で
は
、
紙
の
回
収
回
数
を
増
や
す
と
、
紙

の
回
収
量
増
加
や
燃
せ
る
ご
み
の
減
少
に
ど

の
程
度
の
効
果
が
あ
る
か
を
検
証
す
る
た
め
、

昨
年
10
月
か
ら
今
年
1
月
ま
で
の
4
か
月
間
、

幸
、
山
王
網
一
色
、
東
富
水
、
下
府
中
の
4

地
区
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
通

常
月
2
回
の
紙
の
回
収
を
月
4
回
に
増
や
し
、

約
1
0
0
か
所
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

紙
の
分
別
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
紙
の
分

け
方
を
記
し
た
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
の
結
果
か
ら

　

モ
デ
ル
事
業
対
象
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
行
っ
た
分
別
状
況
調
査
で
は
、
燃
せ

る
ご
み
に
含
ま
れ
る
資
源
と
な
る
紙
の
割
合

が
、
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

　
モ
デ
ル
事
業
の
結
果
を
基
に
す
る
と
、
市
内

全
域
で
紙
を
月
4
回
回
収
し
た
場
合
、
回
収
量

は
、
年
間
約
1
3
0
0
ト
ン
増
え
る
と
推
測

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
課
題
も
…

　
紙
の
回
収
回
数
を
増
や
す
と
、
紙
を
回
収
で

き
る
量
が
増
え
た
一
方
で
、
1
回
に
出
す
紙
の

量
が
少
な
く
な
り
、
新
聞
紙
と
雑ざ

つ

紙が
み

な
ど
分
け

て
束
ね
る
べ
き
紙
が
一
緒
に
束
ね
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
を
効
率
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に

は
、
少
な
い
量
で
も
、
正
し
く
分
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

よ
り
一
層
の
分
別
を

　

モ
デ
ル
事
業
の
結
果
か
ら
推
測
し
た
年
間

の
紙
回
収
増
加
量
1
3
0
0
ト
ン
は
、
ま
だ

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

1
万
ト
ン
の
1
割
ほ
ど
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
回
収

回
数
を
増
や
し
、
紙
の
分
別
量
が
増
え
て
も
な

お
、
資
源
と
な
る
紙
の
多
く
が
燃
せ
る
ご
み
に

混
入
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
も
、
紙
分
別
の
検
証
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
資
源
と
な
る
紙
を
燃
せ
る
ご
み
に

入
れ
ず
に
、
正
し
く
分
別
す
る
よ
う
、
よ
り
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
分
た
ち
が
で
き
る
分
別
に

し
っ
か
り
取
り
組
む

　
自
治
会
と
市
、
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
組
合

が
協
力
し
て
、
紙
の
資
源
化
を
進
め
る
現
在
の

仕
組
み
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
20
年
以
上
が
経
ち

ま
し
た
。
紙
の
分
別
は
根
付
い
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
モ
デ
ル
事
業
で
再
認
識
で
き
、
さ

ら
に
意
識
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

ご
み
や
資
源
の
分
別
意
識
を
徹
底
す
る
た

め
に
も
、
環
境
美
化
推
進
員
や
地
域
の
か
た
と

協
力
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
き
れ
い
に

保
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
や
業
者
任
せ
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
、
皆

で
、
ご
み
や
資
源
の
分
別
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1  
紙
の
分
別
促
進
の
取
り
組
み   

古
紙
回
収
モ
デ
ル
事
業

紙の分別チェック!
「ごみは分別!紙は燃やさずリサイクル」

山王網一色地区
自治会連合会  前会長 

山田寛
ひろし

さん

ごみステーションでは…
　効率よく回収できるように、同
じ種類の紙ごとにまとめて置くな
ど、ご協力をお願いします。
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生（
い
き
）ご
み

小
田
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
燃
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
生
ご
み
を
、
有

効
的
に
活
用
し
よ
う
」と
始
ま
っ
た
生
ご
み
堆

肥
化
推
進
事
業
「
生（
い
き
）ご
み
小
田
原
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
今
年
で
4
年
め
と
な
り
、

約
3
0
0
0
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
8
年
間
で
8
0
0
0
人
が
参
加
し
、

燃
せ
る
ご
み
か
ら
生
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
8
0
0
0
人
が
参
加

し
た
場
合
の
減
量
効
果
は
、
推
定
約
1
5
0
0

ト
ン
に
も
な
り
ま
す
。

花
が
き
れ
い
に
咲
く
こ
と
が

楽
し
み
!

　

生
ご
み
堆
肥
化
の
方
法
の
中
で
も
、
楽
し

く
気
軽
に
取
り
組
め
る
の
が
、「
段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
」で
す
。

　
1
年
半
前
か
ら
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
始

め
た
藤
枝
さ
ん
。
生（
い
き
）ご
み
サ
ロ
ン

（
※
）で
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
順
調
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
適
温
を
保
つ
た
め
に
、
夏

や
冬
に
ど
う
い
っ
た
工
夫
を
し
た
ら
よ
い
の

か
」、「
卵
や
貝
の
殻
も
柔
ら
か
く
な
る
か
ら
入

れ
て
も
大
丈
夫
」。
サ
ロ
ン
に
は
、
皆
さ
ん
の

経
験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
藤
枝
さ
ん
は
、
で
き
た
堆
肥
を
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
に
活
用
。「
花
や
葉
が
大
き
く
育
ち
、
色
や

艶
も
よ
く
な
り
ま
す
。
目
に
見
え
る
効
果
が
何

よ
り
も
楽
し
み
」。
そ
の
喜
び
を
伝
え
な
が
ら
、

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
広
め
て
い
き
ま
す
。

※	
生（
い
き
）ご
み
サ
ロ
ン
…
…
毎
月
1
回
、
定
期
的
に
開
催

し
て
い
る
生
ご
み
堆
肥
化
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
の
集
い
の
場
。

苦
労
話
、
自
慢
話
、
役
立
つ
ア
ド
バ
イ
ス
。
興
味
の
あ
る
か

た
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

生（
い
き
）ご
み

小
田
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

参
加
者
募
集

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
・

E
M
ぼ
か
し
の
セ
ッ
ト
を
無
料
配
布

　
生（
い
き
）ご
み
小
田
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
新
た
な
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者

先
着
1
0
0
0
人
に
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

の
セ
ッ
ト
を
無
料
配
布
す
る
他
、
E
M
を
使
っ

た
生
ご
み
堆
肥
化
を
希
望
す
る
先
着
50
人
に

も
、
ス
タ
ー
ト
セ
ッ
ト
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

E
M
と
は
、
密
閉
式
の
バ
ケ
ツ
の
中
で
、
E
M

菌
と
呼
ば
れ
る
有
用
微
生
物
を
利
用
し
、
生
ご

み
を
処
理
す
る
方
法
で
す
。

対
象

：	

市
内
在
住
で
家
庭
の
生
ご
み
堆
肥
化
に
取

り
組
め
る
か
た
。
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る

か
た
は
除
き
ま
す
。

申
込

：	

5
月
31
日（
金
）ま
で
に
、
環
境
政
策
課
、

支
所
・
連
絡
所
、
窓
口
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。

※	

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
・
基
材
の
販
売
に
つ
い
て

	

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
の
基
材
は
、
分
解
力
が
弱

ま
る
た
め
定
期
的
に
交
換
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今

年
度
よ
り
、
開
始
し
て
1
年
後
か
ら
は
、
基
材
を
有

料（
基
材
1
袋
3
0
0
円
）と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

	

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
時
期
を
限
っ
て
配
布
し
て
い
た

段
ボ
ー
ル
や
基
材
な
ど
を
、
皆
さ
ん
が
必
要
な
時
に

購
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

燃せるごみに危険物を混ぜないで!
　燃せるごみの中に、包丁やスプレー缶、ライターなど、け
がや事故につながる危険物が混入していることがあります。
それが原因の車両火災が、昨年度は4件も発生しました。
　スプレー缶は、「スプレー缶ほか」の回収日に出し、
燃せるごみには、危険物を混ぜないでください。
※ 市では、ごみカレンダーの「蛍光灯、スプレー缶など、乾電池など、

ビデオテープなど、廃食用油 」の回収日の表記を、これまで「蛍光
灯ほか」としていましたが、今年度のごみカレンダーから「スプレー
缶ほか」に改めました。

2 
生
ご
み
を
活
用
す
る
取
り
組
み  

生
ご
み
堆
肥
化
推
進
事
業

藤枝多
た

津
つ

子
こ

さん（浜町 ）

藤枝さんが生ごみ堆肥を使い育
てた「クリスマスローズ 」

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
注
目
情
報
の
「
ご
み
」

→
生
ご
み
堆
肥
化
事
業段ボールコンポストのセット

表示のないプラスチックは、
「燃せないごみ」で!

　「トレー・　 表示のあるもの」の回収日に出せるのは、
トレー、袋類（ポリ袋 ・ビニール袋）、プラスチック容器 

（　 表示のあるもの）です。これらに当てはまらないプラ
スチックは、燃せないごみの回収日に出してください。
※ 市では、ごみカレンダーの「トレー・プラスチック容器」

の表記を、「トレー・ 　 表示のあるもの」に変更しました。
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　学校の環境に関する取り組みを、壁新聞にまとめてもら
い、それらを認証する学校版・地域環境認証事業「おだ
わらっこ☆エコ・アワード」。昨年度は下中小学校に、「お
だわらっこ☆エコ・アワード」認証楯

たて

が授与されました。
　下中小学校では、ペットボトルキャップの回収、牛乳パッ
クのリサイクルの他、菜の花を栽培し、収穫した種から油
を搾り、使用後にごみ収集車の燃料として使用する取り
組みや、米やたまねぎを育てる活動などが行われています。
　市では、各学校の環境に関する取り組みを紹介していく
ことで、活動の輪が広がっていくことを目指しています。

市では平成 23 年度から、省エネ効果の高いグリーンカーテンを、
多くのかたに設置していただくため、ゴーヤの種や苗の配布と
育て方の講習会や、グリーンカーテンコンテストなどを行ってい
ます。昨年参加いただいたかたの中には、生（いき）ごみ小田原
プロジェクトに参加し、生ごみを使ってできた堆肥でグリーン
カーテンを育てているかたもいらっしゃいます。

グリーンカーテンの育て方講習会&
ゴーヤの苗の無料配布
日時：	5月18日（土）  午前10時〜（講習会終了後に順次、苗の配布を行います）

場所：	マロニエ2階集会室202
申込：	5月15日（水）までに

環境政策課環境政策係（33 -1472）まで電話で。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、平
成
24
年
度
の
燃
せ
る
ご
み
の
量
は
、わ
ず
か

な
が
ら
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
燃
せ
る
ご
み
を
減
ら
せ
る
よ
う
、よ
り

一
層
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

燃
せ
る
ご
み
は
、焼
却
す
る
と
、必
ず
灰
が
残
り
ま
す
。
こ
の
灰
を
処
分
す

る
市
の
最
終
処
分
場
は
、ほ
ぼ
満
杯
で
あ
る
た
め
、現
在
、灰
を
県
外
で 

処
分
し
て
い
る
状
況
で
す
。

市
で
は
今
年
度
、ご
み
を
減
ら
す
方
策
な
ど
を
含
め
た
、市
の
廃
棄
物
処
理

の
方
向
性
、目
標
値
を
定
め
る「
小
田
原
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、5
月
頃
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
意
見 

募
集
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、こ
ち
ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴーヤハンバーグ
（作：いちごちゃんさん）

ゴーヤと夏野菜の
ラタトゥイユ風

（作：るなりんこさん）

認証式のようす

平成 24 年度 団体の部 市長賞 (小田原ガス株式会社 環境委員会 ）

　市では、食べる楽しみもあるゴーヤのグリーンカーテンへのチャレンジを促進す
るためゴーヤを使ったレシピの募集も行いました。昨年度は初めての募集であった
にもかかわらず、多くのかたから工夫を凝らしたレシピをお寄せいただきました。
　レシピは市ホームページに掲載しています。
　今年度のコンテスト、レシピの募集については、7月頃にお知らせします。

今年も開催!
グリーンカーテンの育て方講習会&
ゴーヤの苗の無料配布

小学生も頑張っています!
おだわらっこ☆エコ・アワード   

下中小学校  

トップページ上のバー「暮らしの情報 」→「環境トピックス」
→「ゴーヤを使ったレシピ紹介」
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目
指
す
子
ど
も
の
姿

「
3
つ
の
心
」と「
3
つ
の
力
」を
持
っ
た

未
来
を
拓ひ

ら

く
た
く
ま
し
い
子
ど
も

　
多
く
の
人
々
と
の
関
わ
り
で
育
ま
れ
る
「
温

か
い
心
」、「
広
い
心
」、「
燃
え
る
心
」の
3
つ

の
心
、
そ
し
て
生
き
る
土
台
と
な
る「
関
わ
る

力
」、「
学
ぶ
力
」、「
創
る
力
」の
3
つ
の
力
。

　
こ
れ
ら
を
養
い
「
未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い

子
ど
も
」に
育
つ
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

3
つ
の
基
本
方
針

目
指
す
姿
に
近
づ
く

　

お
だ
わ
ら
っ
子
が「
3
つ
の
心
」と
「
3
つ

の
力
」を
持
っ
た「
未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い

子
ど
も
」に
育
つ
よ
う
、
次
の
3
つ
の
基
本
方

針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

市では、平成25年度から5年間を計画期間とする「小
田原市学校教育振興基本計画」を新たに策定しました。
これまで、平成15～24年度を計画期間とする「おだ
わらっこ教育プラン」に基づいた教育を進めてきま 

した。この度策定した計画は、より現状に即した計画
となっています。
学校や家庭だけではなく、地域社会、行政それぞれ 

が担う役割を果たして、子どもたちを育んでいきます。

学校教育
振興基本計画
4月からスタート

社
会
を
生
き
抜
く
力
の

養
成

　
変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な

心
、
健
や
か
な
体
か
ら
な
る
生
き
る
力
を

育
ん
で
い
き
ま
す
。

基本
方針

小
田
原
な
ら
で
は
の

教
育
ス
タ
イ
ル
の
確
立

　
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

支
援
体
制
や
、
地
域
と
と
も
に
取
り
組
む

未
来
へ
つ
な
が
る
学
校
づ
く
り
、
豊
か
な

自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
学

習
な
ど
、
小
田
原
な
ら
で
は
の
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

基本
方針

教
育
環
境
の

整
備
・
改
善
・
充
実

　
老
朽
化
し
た
施
設
の
整
備
・
改
善
を
行

う
と
と
も
に
、
時
代
に
対
応
し
た
情
報
通

信
環
境
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
み 

ま
す
。

基本
方針

問  教育総務課  ☎ 33 -1671

3つの心と
3つの力を持った
未来を拓く

たくましい子ども

多くの人 と々の
関わりで育まれる
豊かな心

生きる土台としての
確かな学力

元気な心と
健やかな体

おだわらっ子の
約束を実践

郷土を愛し、
大切にする想

おも

い
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9 

教
育
環
境
の
改
善
・
充
実

　

安
全
で
安
心
な
空
間
で
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
計
画
的
に
教
育
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

10 

教
育
的
効
果
を
高
め
る

教
育
行
政
の
推
進

　
適
切
な
教
育
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会

の
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

10
の
基
本
目
標

具
体
的
な
日
々
の
教
育

　
市
で
は
、
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
的
な

取
り
組
み
は
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
学
校

や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
、
10
の

基
本
目
標
に
添
っ
て
進
め
ま
す
。

1 

確
か
な
学
力
の
向
上

　
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
一
人
一

人
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
学
ぶ
意
欲
と

学
習
習
慣
を
育
て
ま
す
。

7 

未
来
へ
つ
な
が
る

学
校
づ
く
り
の
推
進

　
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
願
い
と
特
色
を
生
か

し
た
、
地
域
で
取
り
組
む
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

8 

教
職
員
の
資
質
の
向
上
と

よ
り
よ
い
教
育
体
制
の
確
立

　
研
修
体
制
や
学
校
運
営
の
改
善
・
充
実
に
よ

り
、
教
職
員
の
資
質
を
向
上
し
、
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

2 

豊
か
な
心
の
育
成

　
豊
か
な
人
間
性
や
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
行
動
す
る
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
を
育
み
ま
す
。

3 

健
や
か
な
体
の
育
成

　

生
涯
を
通
じ
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
資
質
や
能
力
を
育
て
、
健
康
な
生
活
を
送

る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
養
い
ま
す
。

4 
幼
児
教
育（
就
学
前
教
育
）の

推
進

　
小
学
校
、
家
庭
・
地
域
と
の
相
互
連
携
で
、

幼
児
教
育
を
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。
家
庭
の
教

育
力
向
上
に
向
け
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

5 

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
対
応
し
た

教
育
の
推
進

　
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
知
識
や
、

多
面
的
に
考
え
る
力
、
よ
り
よ
く
問
題
解
決
す

る
た
め
の
行
動
力
を
育
て
ま
す
。

6 

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
教
育
の
推
進

　

一
人
一
人
が
持
つ
力
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
性
に
応
じ
た
指
導
や
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

確
か
な
学
力
の
向
上 

事
例	

東
富
水
小
学
校
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
、

週
1
日
8
時
30
分
か
ら
8
時
50
分
ま
で
朝

学
習
で
計
算
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
学
習
に
付

き
添
い
、
学
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
が
る
学
校
づ
く
り	

事
例		

　
報
徳
小
学
校
で
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
、
各
学
年
ご
と
に
学
校
農
園
で
野
菜

を
栽
培
。
地
域
の
か
た
の
協
力
を
得
て
、

栽
培
の
知
恵
と
工
夫
を
学
び
、
苦
労
と

喜
び
を
体
感
し
て
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
改
善
・
充
実 

事
例	

　
新
玉
小
学
校
で
は
、
平
成
21
年
度
に

校
庭
を
芝
生
化
。
芝
生
は
、
児
童
の
け

が
を
減
ら
し
、
夏
場
の
気
温
を
抑
制
し

ま
す
。
地
域
の
協
力
で
芝
生
化
が
進
め

ら
れ
、
毎
年
、
ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
や
水

ま
き
、
芝
刈
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
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子どもの
安全を守る
春の全国交通安全運動

「安全は 心と時間の ゆとりから」
「新入学児童・園児を交通事故から守ろう」

今春、市内の小学校に入学する新1年生は、
約1,600人。
交通事故を防ぐには、運転者が安全運転をす
るだけでなく、児童自らが正しい交通ルールと
交通マナーを身につけられるように、地域・学
校・行政が連携することが大切です。

矢作小学校  安全マップ
　矢作小学校PTAでは、2年に一度、安全 
マップを見直しています。
　マップは全児童の家庭に配布しています。
新入学児童の家庭には、入学前保護者会で
配布し、4月から安全に登下校できるよう、
通学路の安全確認に役立てています。児童一
人一人が自分で考え、判断しながら安全に登
下校できるように活用しています。

交通教室
　市では、保育園・幼稚園・小
学校・自治会などを対象に、交
通教室を年間 200 回程度開いて
います。クイズやゲーム、体操な
どを取り入れながら、交通ルー
ルや交通マナーを分かりやすく
伝えています。

市交通教室 
マスコットキャラクター

「カッピー」と良い子の
みんなとの約束

とびだしはしません。
しんごうをまもります。
どうろではあそびません。

子
ど
も
た
ち
に
、家
庭
で

伝
え
る
べ
き
こ
と
は
…

　
次
の
こ
と
を
、
繰
り
返
し
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

1	

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
一
番
の

原
因
は
「
飛
び
出
し
」で
す
。
道

路
を
横
断
す
る
と
き
や
交
差
点

で
は
、
必
ず
左
右
の
安
全
を
確
認

す
る
こ
と
。

2	

信
号
機
の
あ
る
横
断
歩
道
で
青

信
号
が
点
滅
し
た
ら
渡
ら
ず
に
、

次
の
青
信
号
ま
で
待
つ
こ
と
。

　
子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路
を
歩
き
、

危
険
な
場
所
を
確
認
し
、
安
全
な
通

行
方
法
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
出
か
け
る
前
に

叱
っ
た
り
せ
か
し
た
り
す
る
と
、
子

ど
も
が
動
揺
し
、
事
故
の
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
時
間
に
ゆ
と

り
を
持
っ
て
、
笑
顔
で
送
り
出
し
ま

し
ょ
う
。

学
校
で
の
取
り
組
み

　

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
多
く
は
、

飛
び
出
し
や
安
全
確
認
不
足
が
原
因

で
す
。
残
念
な
が
ら
、
登
下
校
中
の

交
通
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
に
は
、
警
察
や
P
T
A
、

自
治
会
で
構
成
す
る
「
交
通
安
全
対

策
協
議
会
」な
ど
が
あ
り
、
交
通
安

全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

通
学
路
の
危
険
箇
所
を
点
検
し
、

安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
。
子
ど
も
た
ち

の
交
通
安
全
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
点
検
の
際
に
気
づ
い
た
、
線

が
薄
く
な
っ
た
横
断
歩
道
や
狭
い
道

路
な
ど
、
対
策
が
必
要
な
箇
所
に
つ

い
て
、
警
察
や
道
路
管
理
者
に
改
善

を
要
望
し
て
い
ま
す
。

危険箇所の点検のようす

交通教室のようす

問  地域安全課 ☎33-1396
問  保健給食課 ☎33-1691
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広域消防がスタート

　平成25年3月31日、小田原市消防が、足柄消防
組合と統合した広域消防組織として、新たなスター
トを切りました。11の署所と消防職員約350人を擁
する新たな体制によって、酒匂川の各源流部から相
模湾沿岸まで、小田原市と足柄上地域1市5町を合
わせた約30万人が暮らす、酒匂川の水系をほぼ網
羅した広大なエリアを管轄することになります。
　今回の消防広域化は、従来ならそれぞれの組織
で行っていた新規投資の重複を抑え、事務部門な
ども統合して効率化するとともに、広域で情報を共
有し部隊運用を一本化することで、2市5町におけ
る消防力を大幅に高める目的で行われるものです。
平成18年の消防組織法改正後、神奈川県下では
初めて行われる広域化であり、その効果が大いに
期待されています。
　一方、それぞれの市町の皆さんが自前で育ててき
た消防組織に対する思いは当然のことながら強く、
特に足柄消防組合においては「足柄」の名称が消え
ることを残念に思われる向きもあることでしょう。住
民の生命と財産を守る過酷な任務に耐えられるよ
う、日頃から心身の鍛錬を怠らず、一刻を争う厳し
い現場を幾つも経験している消防職員は、さまざま
な行政職の中でも特に使命感が強く、高い統率を
持つ組織であり、各市町においてはその強化が入念
に積み重ねられてきた歴史があるからです。
　広域化にあたっては、足柄消防の職員を小田原
市の職員として迎え入れることになりますが、何よ
り重要なことは、住民の生命と財産を守る過酷な
現場で一体となって活動する前提となる「融和」で
す。広域化スタート後のスムーズなチームワーク形
成に向け、事前の合同研修などを繰り返し行ってき
ましたが、今後も十分に心を砕いていくつもりです。
　火災対応はもとより、近年激増している救急活動、
さらには広域での対応が不可欠な酒匂川流域の防災
活動、大規模な災害時の対応などに、広域化したか
らこそ可能となるレベルの高い対応ができるよう、新た
な組織が一丸となって努力をしていきます。住民の皆
さんがたの一層のご理解と応援をお願いいたします。

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
い
ま
す

　
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
毎
月
1

日
と
15
日
の
登
校
時
、
黄
色
い
ジ
ャ

ン
パ
ー
や
信
号
機
の
イ
ラ
ス
ト
の

入
っ
た
エ
プ
ロ
ン
を
身
に
着
け
て
、

通
学
路
で
児
童
や
園
児
に「
お
は
よ

う
」、「
気
を
つ
け
て
ね
」と
声
を
か

け
な
が
ら
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
や
交

通
マ
ナ
ー
を
教
え
る
一
方
で
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
大
人
を
見
掛
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
全
て
の
世
代
の
人
に
対
し
て
、

交
通
ル
ー
ル
を
含
め
た
社
会
的
な

ル
ー
ル
を
守
る
取
り
組
み
を
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
東
富
水
地
区
で
は
、
37
年
間
に
わ

た
り
、
交
通
安
全
総
ぐ
る
み
大
会
を

開
き
、
児
童
が
描
い
た
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
や
標
語
の
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。
表
彰
式
に
は
保
護
者
も
参

加
す
る
の
で
、
子
ど
も
の
ポ
ス
タ
ー

や
標
語
を
通
じ
て
、
家
庭
で
交
通
安

全
に
つ
い
て
話
す
糸
口
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
の
登
下
校
時
に
、
通

学
路
で
見
守
り
を
兼
ね
て
挨
拶
運
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
の
中
に
は
、

大
人
に
声
を
か
け
ら
れ
て
も
、
な
か

な
か
す
ぐ
に
挨
拶
を
返
せ
な
い
子
ど

も
も
い
ま
す
。
地
域
で
住
民
が
自
然

と
挨
拶
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
見
守
り
や
挨
拶
運
動
な

ど
を
通
じ
て
、
安
全
で
安
心
な
地
域

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

下校時の挨拶運動

小宅さんと挨拶を交わし登校する子どもたち

小田原市交通安全母の会
連絡協議会 会長 

小
こ

宅
や け

トシ子さん

東富水地区
連合自治会  会長  

木村貞
さ だ

雄
お

さん
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な
ぜ
協
働
が
必
要
な
の
か

　

市
民
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中

で
、
行
政
が
一
律
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
だ
け
で
は
、
地
域
社
会
で
生
じ
る
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
や
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
今
日
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
が

持
つ
特
性
・
資
源
を
生
か
す
こ
と
で
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
、
地
域
で
生
じ

る
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

市
民
提
案
型
協
働
事
業
と
は

　
市
民
と
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ
、
知
識
・
経
験
・

人
材
・
情
報
・
資
金
な
ど
の
資
源
を
持
っ
て
い

ま
す
。
市
民
と
行
政
が
持
つ
そ
れ
ら
の
資
源
を

結
集
し
、
地
域
社
会
の
課
題
を
効
果
的
に
解
決

し
よ
う
と
す
る
仕
組
み
の
一
つ
が
、
市
民
提
案

型
協
働
事
業
で
す
。

　
市
民
活
動
団
体
か
ら
事
業
企
画
を
募
集
し
、

行
政
と
の
意
見
交
換
を
経
て
、
審
査
会
で
選
考

さ
れ
た
事
業
を
平
成
26
年
度
に
協
働
で
実
施

し
ま
す
。

平成25年度
▶ 5月 制度説明会／講演会
 5月2日

 申請書提出期間
 5月2日～5月31日

▶ 7月 第1次審査（書類審査）

▶ 9月 第2次審査
 （公開プレゼンテーション）

▶ 3月 実施事業決定

平成26年度
▶ 4月 事業実施（協定締結）

▶ 3月 事業完了（報告書提出）

平成27年度
▶ 6月 報告会

▶ ▶ 市民活動団体と市による協働事業の提案を募集します

 ▶ 事業の流れ  ▶ 対象となる団体・事業の要件

▶ ▶  説明会と協働の
	 講演会

市
民
提
案
型
協
働
事
業
が

始
ま
り
ま
す

市
民
と
行
政
の
新
し
い
協
働
の
カ
タ
チ

市
で
は
、市
民
活
動
団
体
が
提
案
す
る
事
業
を
協
働
で
行
い
ま
す
。

地
域
社
会
の
課
題
解
決
や
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
目
指
し
て
、

市
民
活
動
の
中
で
培
わ
れ
た
発
想
や
専
門
性
を
十
分
に
生
か
し
た

事
業
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

問  

地
域
政
策
課  

☎
33

-
1
4
5
8

提案できる団体 
▶ NPO法人などの市民活動団体
 （法人格の有無は問いません）

▶ 3人以上で構成
▶ 1年以上継続して市民活動を行い、今後も継
続して活動を行う見込みがある など

対象となる事業 
▶ 第5次小田原市総合計画の方向性に添っている
▶ 新規性、または発展性が高い
▶ 市内で実施、または市民が受益者で公益的
である

▶ 市民活動団体と行政の役割分担が明確かつ
妥当である

▶ 協働で実施することで相乗効果が期待できる 
など

詳しくは、4月中旬に発行する「応募の手引き」（地域政策課、
おだわら市民活動サポートセンター、市内公共施設、市ホー
ムページ）をご覧ください。

本制度の説明会と市民力
を生かした協働についての
講演会を行います。事業
企画の提案を検討してい
るかた、講演や制度に興
味のあるかたは、ぜひ、
お越しください。

■ 日時 5月2日（木） 

 午後1時30分～
 4時30分
■ 会場 けやき2階ホール
■ 講師 明治大学教授 

 牛山久仁彦さん
■ 申込 4月30日（火）までに
地域政策課（33-1458 ）
へ電話で。

トップページ上のバー「暮らしの情報 」をクリック→
市民活動・地域運営の「市民活動 」→「市民提案型協働事業とは」
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ば
れ
た
者
の
み
が

ス
テ
ー
ジ
に
立
つ

　
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
の
大
舞
台
に
立

つ
た
め
に
は
、
10
代
の
演
奏
者
は
予

選
ラ
イ
ブ
を
勝
ち
抜
き
、
20
代
以
上

の
演
奏
者
は
音
源
審
査
を
経
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
ロ
ー
ド
オ
ブ
ア
リ
ー
ナ
」
は
そ

の
名
の
と
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ

ま
で
の
道
の
り
が
厳
し
い
の
で
す
。

　
昨
年
か
ら
始
め
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
小
田
原
の
音
楽
シ
ー
ン
に
新
し

い
風
を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。

者
に
夢
を

　

ロ
ー
ド
オ
ブ
ア
リ
ー
ナ
は
、「
若

い
世
代
に
プ
ロ
の
気
分
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
、
音
楽
を
通
じ
た

世
代
交
流
の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
始
め
ま
し
た
。
若

い
と
き
の
大
舞
台
で
の
演
奏
経
験
は
、

思
い
出
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
音

楽
を
続
け
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

で
作
る

「
夢
の
ス
テ
ー
ジ
」

　
運
営
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
が
行
っ
て
い
ま
す
。
費
用
の
か
か

る
音
響
設
備
や
照
明
設
備
の
調
達
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
熱

い
思
い
に
、
音
響
会
社
や
照
明
会
社

が
協
力
。
若
者
た
ち
の
夢
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ス
タ
ッ
フ
約
20
人
が
、

丸
1
日
か
け
て
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
会

場
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

当
日
、「
こ
の
会
場
は
、
素
人
が
作

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
出
演
者
の
皆
さ
ん

も
、
シ
ー
ト
1
枚
で
も
よ
い
の
で
、

片
付
け
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
皆
で
作
り

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
、

出
演
者
や
観
客
約
2
0
0
人
が
力

を
合
わ
せ
て
撤
収
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
作
業
中
、「
私
た
ち
の
た
め
に
、

こ
ん
な
に
大
変
な
こ
と
を
し
て
く
れ

て
い
た
ん
だ
。
感
謝
だ
ね
」と
い
う

声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。
皆
で
ス
テ
ー

ジ
を
作
る
こ
と
が
ま
た
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
の
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

々
し
い
ス
テ
ー
ジ
で

　
昨
年
は
、
ロ
ッ
ク
、
ダ
ン
ス
、
弾

き
語
り
な
ど
、
47
組
が
出
演
。
そ
れ

ぞ
れ
が
見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
、
観
客
は
3
0
0
0
人
を

超
え
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
演

奏
者
た
ち
が
、
夢
と
希
望
と
と
も
に

華
々
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
す
。

そ
の
熱
き
魂
を
、
ぜ
ひ
目
に
焼
き
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

若いパワーが弾け、熟練のテクニックに魅了される
軽音楽のイベント「ロードオブアリーナ」。
今年も開催が迫っています。

日時：4月27日（土）正午～
場所：小田原アリーナ

皆で作り上げ、
盛り上がるステージを見逃すな。

問  文化政策課  ☎33-1707

告知

「ロードオブアリーナ2013 」

選

皆

華

若

「ロードオブアリー
ナ」熱き魂がここに

写真：八木和孝
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i
4
月
1
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
・
機
構
の

一
部
が
変
わ
り
ま
す

行
政
管
理
課  

☎ 

33-  
1
3
0
5

問

新しい組織 これまでの組織

緑字が変更点
※ 新しい課などの電話番号は、広報小田原「おだわらいふ」４月15日号の「市役所電話帳 」でお知らせします。

文化政策係

文化交流係

芸術文化創造係

市民ホール建設係

文化政策課文化部

子育て政策係

手当・医療係

こども相談係

子育て政策課子ども
青少年部

都市政策係

土地利用調整係

交通政策係都市政策課

都市計画係

景観係
都市計画課

都市部

文化政策係

文化交流係

芸術文化創造係

芸術文化創造センター整備係

文化政策課文化部

福祉監査指導係福祉監査指導課福祉健康部

子育て政策係

子育て支援新制度準備係

手当・医療係

こども相談係

子育て政策課子ども
青少年部

都市政策課

都市計画課

都市政策係

土地利用調整係

都市計画係

交通政策係

景観係

都市部

福祉健康部

市
税
総
務
課  

☎ 

33-  
1
3
4
1

問

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
多
く
の

か
た
に
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
の

申
し
込
み
は
、
こ
れ
ま
で
、
金
融

機
関
で
の
み
受
け
付
け
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
か
ら
は
、
専
用
は
が
き

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申

込
用
紙
を
使
い
、
市
役
所
で
も
手

続
き
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
口
座
振
替
は
、
納
期
限
の
日
に

指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
か

ら
自
動
引
き
落
と
し
さ
れ
、
納
付

忘
れ
を
防
げ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
申
し
込
み
方
法

● 

市
役
所
で
の
申
し
込
み

❶ 

専
用
は
が
き
で
の
申
し
込
み

［
市
県
民
税（
普
通
徴
収
）、固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、国
民
健
康
保
険
料

の
新
規
の
み
が
対
象
で
す
。］

　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
な
い

か
た
の
納
税
通
知
書
な
ど
に
、
は

が
き
形
式
の
申
込
用
紙
を
同
封
し

ま
す
。
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
各
担
当
課
あ
て
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
市
が
金
融
機
関
へ

の
手
続
き
を
取
り
次
ぎ
ま
す
。

i
市
税
な
ど
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

申
し
込
み
が
便
利
に
な
り
ま
し
た

❷ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

申
込
用
紙
に
よ
る
申
し
込
み

［
15
ペ
ー
ジ
下
の
表
の
す
べ
て
の
種
目

に
つ
い
て
新
規
・
変
更
・
解
約
が
で
き

ま
す
が
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、新
規
の
み

の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。］

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
る
申
込
用
紙
を
印
刷
し
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
市
税
総
務

課
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

市
が
金
融
機
関
へ
の
手
続
き
を
取

り
次
ぎ
ま
す
。

● 

金
融
機
関
で
の
申
し
込
み

　
市
内
の
各
金
融
機
関
、市
役
所・

支
所
な
ど
に
あ
る
口
座
振
替
依

頼
書
（
小
田
原
市
納
付
金
口
座
振

替
依
頼
書
兼
変
更
・
解
約
届
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
口
座
を
お

持
ち
の
金
融
機
関
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
市
外
の
金
融
機
関
に

は
口
座
振
替
依
頼
書
が
あ
り
ま

せ
ん
。
郵
送
し
ま
す
の
で
、
市
税

総
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
の
際
は
、
通
帳
、

通
帳
届
出
印
、
納
税
通
知
書
ま
た

は
納
付
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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今
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

料
の
納
付
回
数
が
12
回
か
ら
9
回

に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
該
年
度
の
市
県

民
税
額
が
確
定
し
て
い
な
い
4
月

か
ら
6
月
ま
で
は
、
前
年
度
の
市

県
民
税
額
な
ど
に
よ
っ
て
仮
の
保

険
料
を
算
出
し
、
市
県
民
税
確
定

後
の
7
月
に
正
式
な
年
間
保
険
料

を
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

i
国
民
健
康
保
険
料
納
付
回
数
の
変
更
に
つ
い
て

12
回
か
ら
9
回
に

保
険
課  

☎ 

33-  
1
8
3
4

問

　
今
年
度
か
ら
は
、
7
月
に
1
年

間
分
の
正
式
な
保
険
料
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
4
月
か
ら
翌
年
3

月
の
12
回
で
納
付
し
て
い
た
保
険

料
は
、
7
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

の
9
回
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
毎
年
4
月
中
旬
に
送
付
し
て
い

た
「
国
民
健
康
保
険
料
納
入
通
知

書
（
仮
算
定
通
知
）」は
送
付
し
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※	

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

か
た
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

4
月
・
6
月
・
8
月
・
10
月
・

12
月
・
2
月
の
年
6
回
の
納

付
に
な
り
ま
す
。

保
育
課  

☎ 

33-  
1
4
5
2

問

　
市
立
江
之
浦
保
育
園
は
、
平
成

25
年
度
の
入
所
申
し
込
み
が
な
く
、

在
園
児
が
い
な
い
た
め
、
4
月
か

ら
1
年
間
休
園
し
ま
す
。

　
年
度
途
中
の
入
所
募
集
は
行
い

ま
せ
ん
。

i
江
之
浦
保
育
園
を
一
時
休
園
し
ま
す

　
平
成
26
年
4
月
の
入
所
募
集
は
、

10
月
か
ら
行
う
予
定
で
す
。

休
園
期
間

：	

4
月
1
日
〜

平
成
26
年
3
月
31
日

　
国
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
一

番
身
近
な
市
町
村
が
、
自
主
的
で

総
合
的
な
役
割
を
担
え
る
よ
う
、

都
道
府
県
の
権
限
を
市
町
村
へ
移

す
取
り
組
み
（
権
限
移
譲
）
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
4
月
1
日
か
ら
、

こ
れ
ま
で
神
奈
川
県
が
行
っ
て
い

た
次
の
事
務
を
、
小
田
原
市
が
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

i
県
の
事
務
の
一
部
が
小
田
原
市
に

移
譲
さ
れ
ま
す

企
画
政
策
課  

☎ 

33-  
1
2
5
3

問

担当課移譲される
事務の内容 法律名

福祉監査
指導課
33-1603

社会福祉法人
の認可、指導
監査など

社会福祉法

障がい福祉課
33-1467

育成医療費の
支給の認定
など

障害者の日常
生活及び社会
生活を総合的
に支援するため
の法律

健康づくり課
47-0820

未熟児の訪問
指導など

母子保健法

子育て政策課
33-1453

未熟児養育
医療の給付
の認定など

母子保健法

専用水道に
係る申請の
受理など

環境保護課
33-1483

水道法

口
座
振
替
が
で
き
る

金
融
機
関

横
浜
銀
行
、
ス
ル
ガ
銀
行
、
み
ず

ほ
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
静
岡
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、
静
岡
中
央
銀
行
、

三
井
住
友
信
託
銀
行
、
さ
が
み
信

用
金
庫
、
中
南
信
用
金
庫
、
中
央

労
働
金
庫
、
小
田
原
第
一
信
用
組

合
、
か
な
が
わ
西
湘
農
業
協
同
組

合
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
含
む
）

口座振替で納付・支払いができるもの

種目 連絡先
（TEL ）担当課

市県民税（普通徴収）、
固定資産税・都市計画税、
軽自動車税

33-1341市税総務課

国民健康保険料、
介護保険料、
後期高齢者医療保険料

33-1834保険課

水洗便所改造資金貸付金
返還金 33-1616下水道総務課

放課後児童クラブ
保護者負担金 33-1723青少年課

清掃手数料 33-1486環境保護課

霊園管理手数料 33-1583みどり公園課

保育料 33-1451保育課

市営住宅使用料、
市営住宅駐車場使用料 33-1553建築課

※ 水道料金・下水道使用料は、引き続き、金融機関での申し込みの
みとなります。
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市
は
、
水
道
料
金
な
ど
徴
収
業

務
を
委
託
す
る
「
第
一
環
境
株
式

会
社
」
と
、
2
月
5
日
に
次
の
２

つ
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

地
域
見
守
り
活
動
に

関
す
る
協
定

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
員
が
、
検

針
中
に
現
場
で
異
変
を
感
じ
た
際
、

営
業
所
や
水
道
局
を
介
し
て
福
祉

i
「
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」・

「
災
害
時
応
急
給
水
等
業
務
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

営
業
課  

☎ 

41-  
1
2
0
2

問

健
康
部
へ
通
報
す
る
こ
と
で
、
孤
立

死
、
孤
独
死
な
ど
を
防
止
。
地
域
住

民
の
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

災
害
時
応
急
給
水
等
業
務
に

関
す
る
協
定

　
地
震
な
ど
の
災
害
や
事
故
な
ど

が
発
生
し
た
際
、
応
急
給
水
な
ど

に
係
る
資
機
材
、
技
術
力
お
よ
び

労
力
の
提
供
を
受
け
ま
す
。

２月５日の締結式のようす

　
小
田
原
市
斎
場
は
、
昭
和
46
年

に
建
設
し
、
翌
47
年
か
ら
稼
働
し

て
い
ま
す
。
築
41
年
が
経
過
し
老

朽
化
が
進
み
、
今
後
火
葬
需
要
が

増
加
す
る
と
対
応
で
き
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、
喫
緊
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
だ
け
で
な
く
、
周
辺
市
町

の
住
民
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
斎
場
建
設

の
推
進
に
向
け
、
平
成
18
年
度
に
、

近
隣
2
市
5
町
（
小
田
原
市
、
南

足
柄
市
、
大
井
町
、
松
田
町
、
山

北
町
、
開
成
町
、
箱
根
町
）で
「
県

西
地
域
広
域
斎
場
建
設
協
議
会
」

を
組
織
し
ま
し
た
。

　
建
設
候
補
地
の
検
討
や
、
火
葬

場
の
先
進
事
例
を
調
査
し
、
厳
し

い
財
政
状
況
や
法
規
制
な
ど
の
問

題
を
考
慮
し
な
が
ら
、
平
成
24
年

2
月
に
現
在
の
斎
場
敷
地
を
建
設

候
補
地
と
し
て
選
定
し
、
整
備
方

法
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
検
討

の
結
果
、
現
在
の
斎
場
を
稼
働
さ

せ
な
が
ら
、
現
敷
地
内
に
小
田
原

市
が
事
業
主
体
と
な
り
、
小
田
原

市
斎
場
と
し
て
建
て
替
え
る
こ
と

i
小
田
原
市
斎
場
建
て
替
え
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
の
稼
働
を
目
指
し
て

小
田
原
市
斎
場
事
務
広
域
化
協
議
会
事
務
局

（
環
境
政
策
課
内
）              

☎ 

33-  
1
4
2
2

問

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
の
稼
働
を
目
指
し
、

今
年
度
か
ら
斎
場
建
て
替
え
に
必

要
な
各
種
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
務
の
委
託
な
ど
に
よ
り
、
2
市
5

町
で
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
施
設
規
模
は
、
9
1
3
5
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
火
葬
炉
を

現
在
の
6
基
か
ら
10
基
に
増
や
し
、

告
別
室
、
収
骨
室
、
待
合
室
な
ど

を
充
実
し
、
さ
ら
に
80
台
以
上
の

駐
車
場
の
確
保
な
ど
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
人
口
推
計
や

火
葬
需
要
な
ど
を
検
証
し
、
今
後

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

現在の小田原市斎場

　
平
成
24
年
8
月
に
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
」な
ど
、
子
ど
も
・

子
育
て
に
関
連
す
る
3
つ
の
法
律

が
成
立
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
、
幼
児
期
の

学
校
教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
ど

も
や
子
育
て
の
支
援
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
が
始
ま
る
予
定
で

す
。
新
制
度
で
は
、
消
費
税
引
き

上
げ
に
よ
る
増
収
分
の
一
部
な
ど

i
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
向
け
て

「
小
田
原
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
発
足

子
育
て
政
策
課  

☎ 

33-  
1
8
7
4

問

に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
の
支

援
を
充
実
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
育
て
を
め
ぐ
る
課
題
の

解
決
を
目
指
し
、
質
の
高
い
幼
児

期
の
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提

供
、
保
育
の
受
け
入
れ
人
数
の
増

加
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
、
今
年

度
に
「
小
田
原
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
を
発
足
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
子
育
て
の
状
況
や
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た

事
業
計
画
の
策
定
の
準
備
を
進
め

る
な
ど
、
新
制
度
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
8.cao.

go.jp/shoushi/
shinseido/index.htm

l
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市
で
は
、
道
路
に
面
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
塀
で
、
地
震
に
よ
り

転
倒
や
倒
壊
の
危
険
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
を
促
進
す

る
た
め
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

危
険
な
塀
の
撤
去
な
ど
を
進

め
、「
地
震
に
強
い
ま
ち
」、「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

i
危
険
な
塀
等
撤
去
促
進
事
業
補
助

防
災
対
策
課  

☎ 

33-  
1
8
5
5

問

　
な
お
、
補
助
を
希
望
さ
れ
る
場

合
、
塀
の
撤
去
を
実
施
す
る
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
防
災
対
策
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
課  

☎ 

33-  
1
4
2
4

問

　
市
で
は
、
地
域
で
消
費
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
で
き
る
だ
け
地
域
で

作
り
出
す
社
会
を
目
指
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
中
心
と
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
を
促
進
す

る
た
め
、
次
の
機
器
に
対
し
、
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、

住
宅
用
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
と

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
補

助
も
始
め
ま
す
。

　
件
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

i
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
事
業

1 

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
補
助
金

（
5
0
0
件
程
度
）

対
象

：	

4
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
に
、
申
請
者
本

人
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅

に
、
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
個
人

補
助
額

：	

1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り

1
万
円
（
上
限
4
万
円
）

※	

平
成
24
年
度
ま
で
上
乗
せ
さ

れ
て
い
た
県
の
補
助
金
は
、
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

2 

低
公
害
車
補
助
金

（
10
件
程
度
）

対
象

：	

1
年
以
上
前
か
ら
、
市
内
に

居
住
す
る
個
人
、
ま
た
は
市

内
に
事
業
所
を
有
し
事
業
を

営
ん
で
い
る
事
業
者
で
、
電

気
自
動
車
ま
た
は
天
然
ガ
ス

自
動
車
を
購
入
も
し
く
は

3
年
以
上
の
リ
ー
ス
を
す
る

か
た

補
助
額

：	

車
種
に
よ
り
1
〜
5
万
円

（
個
人
…
上
限
5
万
円
、

法
人
…
上
限
3
万
円
）

3 

住
宅
用
太
陽
熱
利
用
シ
ス

テ
ム
補
助
金（
10
件
程
度
）

対
象

：	

4
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
に
、申
請
者
本
人

が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
、

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
個
人

補
助
額

：	

❶ 

強
制
循
環
型

	

1
件
に
つ
き
4
万
円

	

❷ 

自
然
循
環
型

	

1
件
に
つ
き
2
万
円

4 

家
庭
用
燃
料
電
池

シ
ス
テ
ム
補
助
金（
5
件
）

対
象

：	

4
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
に
、申
請
者
本
人

が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
、

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
個
人

補
助
額

：

1
件
に
つ
き
10
万
円

1
〜
4
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
課
窓
口
で

配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
申
請
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
推
進
課
窓
口
に
提
出

申
請
期
間

：	

4
月
1
日
〜
平
成
26
年

2
月
28
日

※	

1
〜
4
の
他
、
小
規
模
風
力
・

水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

費
用
の
一
部
も
補
助
し
ま
す
。

※	

必
ず
工
事
の
着
工
前
（
低
公

害
車
に
つ
い
て
は
、
購
入
す

る
前
ま
た
は
リ
ー
ス
の
契
約

前
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
に
、

実
績
報
告
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※	

補
助
対
象
や
補
助
額
な
ど
詳

し
く
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住宅用太陽光発電システム

市が公用車として使う低公害車

施行前

施行後
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土
砂
災
害
お
よ
び
そ
の
防
止
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
国
土
交
通
省
が
、
毎
年
6
月

の
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
に
小
・

中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
て
い
る

「
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
絵
画
・

作
文
」。
平
成
24
年
度
の
応
募
作
品

の
中
か
ら
、
冨
田
滉
一
さ
ん
が
作
文

の
部
で
優
秀
賞
（
国
土
交
通
省
事
務

次
官
賞
）、
佐
藤
春
樹
さ
ん
が
絵
画

の
部
で
神
奈
川
県
治
水
砂
防
協
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
冨
田
さ
ん
は
、
独
自
に
市
や
周
辺

の
砂
防
施
設
に
つ
い
て
調
べ
、
自
ら

考
え
た
5
つ
の
土
砂
災
害
対
策
な
ど

を
作
文
に
し
ま
し
た
。「
山
、
川
、

海
に
囲
ま
れ
た
小
田
原
で
は
、
い
つ

土
砂
災
害
が
起
こ
り
、
自
分
た
ち
が

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
常
に
意

識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
。
地
域
の

皆
が
協
力
し
、
災
害
対
策
を
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
」と
言
い
ま
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、「
雨
降
っ
て
地
固
ま

る
と
は
限
ら
な
い
」と
い
う
印
象
的

な
標
語
と
、
崩
れ
た
土
砂
に
の
み
込

ま
れ
る
車
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。「
土

砂
災
害
は
怖
い
も
の
で
、
注
意
し
て

い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
実
は
絵
は

苦
手
で
す
が
、
見
る
人
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
た
か
っ
た
」と
言
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
土
砂
災
害
に
関
心
を
持

つ
2
人
の
作
品
に
、
土
砂
災
害
に
向

き
合
い
、
し
っ
か
り
対
策
し
て
い
く

必
要
性
を
教
え
ら
れ
ま
す
。

みなぎる可能性、描く夢、そして、奏でる未来。
このコーナーでは、若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。

平成24年度土砂災害防止に関する絵画・作文

冨田滉
こ う

一
い ち

さん
佐藤春樹さん

作文の部  優秀賞（国土交通省事務次官賞） 
城北中学卒

絵画の部  神奈川県治水砂防協会長賞  
千代中学校 3 年

　
下
府
中
地
区
の
ふ
ら
っ
と
マ
ロ
ニ
エ
運

営
委
員
会
は
、
マ
ロ
ニ
エ
の
一
角
で「
ふ

ら
っ
と
マ
ロ
ニ
エ
」を
週
に
２
日
開
設
。

地
域
の
相
談
・
交
流
拠
点
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
は
交
流
を
求
め
る
か
た
が
い
ま

す
が
、「
た
だ
場
を
開
い
て
い
る
だ
け
で

は
、
利
用
者
が
少
な
い
。
何
と
か
せ
に
ゃ

い
か
ん
と
思
い
、
運
営
す
る
仲
間
と
知
恵

を
出
し
合
い
検
討
し
ま
し
た
」
と
委
員
長

の
村
木
さ
ん
。「
折
り
紙
」、「
絵
手
紙
」、

「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
」な
ど
の
教
室
を
開

き
、
さ
ら
に
、「
囲
碁
・
将
棋
」、「
剣
玉
」、

「
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
」も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
的
な
居
場
所
が「
ふ
ら
っ
と
マ
ロ

ニ
エ
」と
な
る
こ
と
で
、
支
援
が
必
要
な
と

き
に
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
「
入
り
口
で
ド
ア
が
開
く
の
を
待
っ
て
い

る
か
た
も
い
る
ん
で
す
よ
。
こ
こ
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
光
景
を
見
る

と
、
も
っ
と
頑
張
ら
に
ゃ
い
か
ん
と
思
い

ま
す
よ
」

　
開
設
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
人
た
ち

の
存
在
が
、
ふ
ら
っ
と
マ
ロ
ニ
エ
運
営
委

員
の
皆
さ
ん
の
背
中
を
押
し
て
い
ま
す
。

　
村
木
さ
ん
た
ち
の
取
り
組
み
は
、
他
の

地
区
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
広
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地域全体で支え合う
ケアタウンおだわら。
各地区の皆さんの声を

お届けします。

村木瞭友さん	
ふらっとマロニエ運営委員会は、地
域福祉コーディネーター会、地区社
会福祉協議会、自治会、老人会、民
生委員児童委員協議会、ボランティ
ア会、婦人会などで組織しています。

毎回盛況の折り紙教室

村
木
瞭り

ょ
う

友ゆ

う 

さ
ん

下
府
中
地
区  

ふ
ら
っ
と
マ
ロ
ニ
エ
運
営
委
員
会 

委
員
長

ケア
タウン

の
笑顔

2
月
27
日
、
市
長
室
に
て
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
左
か
ら
）神
奈
川
県
県
西
土
木
事
務
所

小
田
原
土
木
セ
ン
タ
ー
松
田
部
長
、
佐
藤
さ
ん
、

冨
田
さ
ん
、
加
藤
市
長
、
前
田
教
育
長

新連載

18



麺は、全工程機械で作っているんだ。1日に小麦粉を14ト
ン使って、12 万食の麺ができ上がるよ。これだけ作っても
お店では1日半で消費してしまうんだよ。

        麺は誰が作っているの?

        そんなにたくさん作っているの!

        工場では何を作っているのかな?

        ギョーザがたくさん流れているね!

機械で作ることで、「衛生的」に「同じ商品 」を「たくさん」
作れるんだ。お客様に安全安心な商品を、求めやすい価
格で提供しているんだよ。

関東のうち栃木県を除く1
都5県の他、山梨県・長野
県・静 岡県 の 約 240 店 舗
分のラーメンとギョーザを
作っているんだ。
ギョーザ に使うキャベツ
は、全て国産。機械でみじ
ん切りにする前に、まず人
の手で一つ一つ芯を取り、
大まかに切っているよ。

ギョーザの具を混ぜるのも、包むのも機械だから、どんど
んでき上がるよ。1日に 8 万人前のギョーザを作っているん
だ。これを、担当するエリアのお店で、2日間で使ってしま
うんだよ。

8万人前ということは、48万個のギョーザじゃな。
まるで人の手で包んだように、
実にきれいな仕上がりじゃ!!

工場の中は、本当に清潔だったのう。

工場で働いているとお店で食事をするお客様の顔は見
えないけど、常にお客様への配慮を忘れないように作っ
ているんだ。

関東周辺で食べられているラーメンや
ギョーザが小田原の工場で作られていると
知ると、なんだかうれしくなるね!

幸
こ う

楽
ら く

苑
え ん

の巻
株式会社 幸楽苑 小田原工場
所在：中村原521-1

ラーメンチェーン店幸楽苑は、1954年に福島
県で創業し、現在は、国内に約510店舗あり
ます。工場は国内に3か所あり、その一つが
西湘テクノパーク内の小田原工場です。

今回は、櫻井英雄さんに案
内していただきました。

1

好奇心旺盛な梅花ちゃんと、
優しくて物知りな黒松おじいさん。
二人が市内の事業所や
工場を訪ねます。

1 

2 

3 

4

梅
う め

花
か

ちゃん と

黒
く ろ

松
ま つ

おじいさん の

社会科見学
新連載 地元の企業を知ろう!!
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に
、
お
墓
参
り
に
出
か
け
て
い
ま

す（
中
町
の
N
・
S
さ
ん
）」、「
小

田
原
市
斎
場
は
、
ふ
だ
ん
行
く
と

こ
ろ
で
は
な
い
の
で
知
ら
れ
て
い

な
い
け
れ
ど
、
満
開
の
桜
の
向
こ

う
に
見
え
る
相
模
湾
と
市
街
地
が

絶
景
で
す（
扇
町
の
K・Y
さ
ん
）」

と
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
月
か
ら
募
集
し
た
今
回
は
、

桜
の
他
に
も
、「
梅
」、「
菜
の
花
」、

「
河か

わ

津づ

桜
」、「
牡ぼ

丹た
ん

」な
ど
の
お
ス

ス
メ
も
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
月
か
ら
始
ま
っ
た「
私
の
お

ス
ス
メ
☆
あ
な
た
の
お
ス
ス
メ
」。

引
き
続
き
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
花
見
ス
ポ
ッ
ト

お堀の水面に映る桜を楽しめる
のは、城 址 公 園ならではです。
揺れる花の影がきれいです。

（南足柄市のT・Yさん）

我が家には、夫の趣味の牡丹と菖
しょうぶ

蒲が、庭にそ
れぞれ100 鉢ほどあります。毎年、牡丹は 4月
中旬に、菖蒲は 5月下旬に花盛りとなり、道行
く人が楽しみに見てくださいます。

小さい頃に、桜を見に城址公園
へ出掛けたことを、この時季に
なると思い出します。とてもいい
思い出です。

（府川の C・Sさん）

小田原城址公園の桜

飯田岡の高橋さん宅（仙了川沿い）

堤防に植わり、倒れ
てしまうのではない
かと心 配しています
が、春になるとしっか
り花をつけています。

『よし、この木のよう
に 頑 張ろう』そん な
ふうに考えさせてくれ
ます。

（久野のY・Yさん）

地元の農家の皆さん
が菜の花を育ててい
ます。のどかで 懐か
しい気分になります。

（松田町のＫ・Ｙさん）

久野川沿いの梅の木々

栢山の菜の花

ぜひ伝えたい「私のおススメ」、知ってうれしい「あなたのおススメ」。
皆さんからの投稿をもとに、小田原の「おススメ」情報をお届けします。

投稿をお待ちしています !
採用されたかたには粗品をプレゼント!
募集テーマからテーマを選び、あな
たのおススメを投稿してください。

［投稿方法］
①募集テーマ、②あなたのおススメ
とその理由、③氏名、④住所または
お住まいの地区、⑤電話番号を書
き、可能であれば写真を添えて、
郵送、ファクスまたはホームページ
から投稿してください。

〒250-8555小田原市広報広聴課
「私のおススメ☆
あなたのおススメ」係   
☎　33-1261   　32-4640

［募集テーマ］
■ ハイキングコース  
■ 小田原珍風景  
■ みんな大好きおそば屋さん
■ スタミナ満点メニューが
食べられる店

1
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3月1日現在	小田原市の人口196,453人		78,998世帯

　
小
田
原
の「
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
」

と
い
え
ば
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新連載 小田原の魅力! 再発見 !


